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ブートポリシー
Cisco UCS Managerでは、ブレードサーバとラックサーバのブートポリシーを作成できます。

Cisco UCS Managerブートポリシーは、BIOS設定メニューのブート順序をオーバーライドし、次
のことを決定します。

•ブートデバイスの選択

•サーバのブート元である場所

•ブートデバイスの起動順序

たとえば、関連付けられたサーバをローカルディスクや CD-ROM（仮想メディア（VMedia））
などのローカルデバイスからブートしたり、SANブートやLAN（PXE）ブートを選択したりする
ことができます。
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1つ以上のサービスプロファイルに関連付ける名前付きブートポリシーを作成するか、または特
定のサービスプロファイルに対するブートポリシーを作成できます。ブートポリシーを有効に

するには、ブートポリシーをサービスプロファイルに含め、このサービスプロファイルをサー

バに関連付ける必要があります。サービスプロファイルにブートポリシーを含めない場合、Cisco
UCS Managerによってデフォルトのブートポリシーが適用されます。

ブートポリシーに対する変更は、そのブートポリシーを含んでいる、更新中のサービスプロ

ファイルテンプレートを使って作成されたすべてのサーバに伝播されます。BIOSにブート順
序情報を再書き込みするためのサービスプロファイルとサーバとの再関連付けは自動的にト

リガーされます。

また、ブートポリシーに次を指定することもできます。

（注）

•ローカルLUNの名前指定された名前は、展開される名前ではなく、ストレージプロファ
イル内の論理名です。プライマリ名のみを指定します。セカンダリ名を指定すると、設

定エラーが発生します。

• JBODディスクからブートするための特定の JBODディスク番号。

•下位互換性のための任意の LUN。ただし、これは非推奨です。その他のデバイスでは、
正常なブートを確保するために、ブート可能なイメージを保持している必要はありませ

ん。

UEFI ブートモード
Unified Extensible Firmware Interface（UEFI）は、オペレーティングシステムとプラットフォーム
ファームウェア間のソフトウェアインターフェースを定義する仕様です。CiscoUCSManagerは、
UEFIを使用して BIOSファームウェアインターフェイスを置換します。これにより、BIOSはレ
ガシーサポートを提供する一方で UEFIで動作できるようになります。

ブートポリシーを作成する場合、レガシーまたは UEFIブートモードのいずれかを選択できま
す。レガシーブートモードは、すべてのCiscoUCSサーバでサポートされます。UEFIブートモー
ドはM3以降のサーバでのみサポートされ、このモードで UEFIセキュアブートモードを有効に
できます。

UEFI PXEブートは、Cisco UCS Managerリリース 2.2(4)以降と統合された Cisco UCSラックサー
バ上のすべての Cisco VICアダプタでサポートされています。Cisco UCS Managerリリース 2.2(1)
以降では、すべての Ciscoブレードサーバで UEFI PXEブートがサポートされます。

次の制限は、UEFIブートモードに適用されます。

• UEFIブートモードは、次の組み合わせではサポートされません。

◦ Cisco UCS Managerと統合された Cisco UCSブレードサーバおよびラックサーバ上の
Gen-3 Emulexアダプタと QLogicアダプタ。
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◦ Cisco UCS Managerと統合された Cisco UCSラックサーバ上の Broadcomアダプタに対
する iSCSIブート。

• 2つの iSCSI LUNで UEFIブートモードを使用する場合は、Cisco UCS Managerに IQN接尾
辞プールからの名前の選択を許可するのではなく、基礎となる両方の iSCSI eNICに適用され
るサービスプロファイルに共通の iSCSIイニシエータ名を手動で指定する必要があります。
共通の名前を指定しない場合、CiscoUCSManagerは 2番目の iSCSILUNを検出できません。

•同じサーバで UEFIとレガシーブートモードを混在させることはできません。

•ブートポリシーに設定されているブートデバイスにUEFI対応オペレーティングシステムが
インストールされている場合にのみ、サーバは UEFIモードで正常に起動します。互換性の
ある OSが存在しない場合、ブートデバイスは [Boot Order Details]領域の [Actual Boot Order]
タブに表示されません。

• UEFIブートマネージャのエントリがBIOSNVRAMに正しく保存されなかったため、まれに
UEFIのブートに成功しない場合もあります。UEFIシェルを使用して、UEFIブートマネー
ジャのエントリを手動で入力することができます。これは、次の状況で発生することがあり

ます。

◦ UEFIブートモードが有効なブレードサーバがサービスプロファイルから関連付けを解
除され、[Equipment]タブまたは前面パネルを使用してブレードの電源を手動でオンに
する場合。

◦ UEFIブートモードが有効なブレードサーバがサービスプロファイルから関連付けを解
除され、直接の VICファームウェアアップグレードが試行される場合。

◦ UEFIブートモードが有効なブレードサーバまたはラックサーバが SAN LUNからブー
トされ、サービスプロファイルが移行される場合。

Cisco UCS Managerで UEFIブートパラメータを作成できます。 UEFIブートパラメータ, （
45ページ）詳細情報を提供します。

UEFI セキュアブート
Cisco UCS Managerは、Cisco UCS BシリーズM3以降のブレードサーバ、Cisco UCS Cシリーズ
M3以降のラックサーバ、および Cisco UCS SシリーズM4ラックサーバで UEFIセキュアブー
トをサポートしています。UEFIセキュアブートがイネーブルの場合、すべての実行可能ファイ
ル（ブートローダ、アダプタドライバなど）はロードされる前に BIOSによって認証されます。
認証されるには、イメージが Cisco認証局（CA）またはMicrosoft CAによって署名される必要が
あります。

次の制限は、UEFIセキュアブートに適用されます。

• UEFIブートモードは、ブートポリシーでイネーブルにする必要があります。

• Cisco UCS Managerソフトウェアと BIOSファームウェアは、リリース 2.2以上である必要が
あります。
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UEFIブートモードは、リリース 2.2(3a)以降の Cisco UCS Cシリーズおよび S
シリーズラックサーバでサポートされます。

（注）

•ユーザ生成された暗号キーはサポートされません。

• UEFIセキュアブートは、Cisco UCS Managerでのみ制御できます。

•サーバがセキュアブートモードのときに Cisco UCSManagerを以前のバージョンにダウング
レードする場合は、ダウングレードする前に、サーバの関連付けを解除し、再び関連付ける

必要があります。これを行わないと、サーバディスカバリは失敗します。

CIMC セキュアブート
CIMC セキュアブートでは、署名済みのシスコファームウェアイメージのみをサーバにインス
トールし、実行できます。CIMCが更新されると、イメージは、ファームウェアがフラッシュさ
れる前に認証されます。認証に失敗すると、ファームウェアはフラッシュされません。これによ

り、CIMCファームウェアへの不正アクセスを防止します。

CIMC セキュアブートの注意事項と制約事項

• CIMCセキュアブートは、Cisco UCS M3ラックサーバでサポートされています。

CIMCセキュアブートは Cisco UCS C220 M4/M5および C240 M4/M5ラック
サーバでデフォルトでイネーブルになっており、Cisco UCS C460 M4ラック
サーバでは、CIMCファームウェアリリース2.2(3)以降にアップグレードした
後に自動的にイネーブルになります。

（注）

• CIMCセキュアブートがイネーブルになると、それをディセーブルにすることはできませ
ん。

• CIMCセキュアブートがサーバ上でイネーブルになると、2.1(3)より前のCIMCファームウェ
アイメージにダウングレードすることはできません。
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CIMCセキュアブートのステータスの判別

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment > Rack-Mounts] > [Servers] > [Server Name]の順に展開します。
ステップ 3 [Work]領域の [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 4 [CIMC]サブタブをクリックします。
ステップ 5 [CIMC]領域の [Secure Boot Operational State]フィールドをメモします。

次のいずれかになります。

• [Unsupported]：CIMCセキュアブートはサーバでサポートされていません。

• [Disabled]：CIMCセキュアブートはサーバでサポートされていますが、ディセーブルになっ
ています。

• [Enabling]：CIMCセキュアブートはイネーブルで、操作は進行中です。

• [Enabled]：CIMCセキュアブートはサーバでイネーブルになっています。

ラックサーバの CIMC セキュアブートの有効化

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment > Rack-Mounts] > [Servers > [Server Name]の順に展開します。
ステップ 3 [Work]領域の [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 4 [CIMC]サブタブをクリックします。
ステップ 5 [Actions]領域で、[Enable Secure Boot]をクリックします。

CIMCセキュアブートは、Cisco UCSM3ラックサーバでのみサポートされます。CIMCセキュア
ブートがサポートされていないか、またはすでにイネーブルの場合は、このアクションはグレー

表示されます。

ステップ 6 [Enable Secure Boot]の確認ダイアログボックスで [Yes]をクリックします。
イネーブルにした後に、CIMCセキュアブートをディセーブルにすることはできませ
ん。

（注）
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ブートポリシーの作成
サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートに制限されたローカルブート

ポリシーを作成することもできます。しかし、複数のサービスプロファイルまたはサービスプロ

ファイルテンプレートに含むことのできるグローバルなブートポリシーの作成を推奨します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。
ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Boot Policies]を右クリックし、[Create Boot Policy]を選択します。
[Create Boot Policy]ウィザードが表示されます。

ステップ 5 ポリシーの一意の名前と説明を入力します。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用でき
ません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を変更することはできません。

ステップ 6 （任意） ブート順序に変更を加えた後、[Reboot on Boot Order Change]チェックボックスを確認
して、このブートポリシーを使用するすべてのサーバを再起動します。

シスコ以外の VICアダプタがあるサーバに適用されるブートポリシーの場合、[Reboot on Boot
Order Change]チェックボックスがオフでも、SANデバイスが追加、削除または順序の変更がなさ
れると、ブートポリシーの変更の保存時にサーバは常にリブートします。

ステップ 7 （任意） 必要に応じて、[Enforce vNIC/vHBA/iSCSI Name]チェックボックスをオンにします。

•オンにした場合、Cisco UCS Managerは設定エラーを表示し、[Boot Order]テーブルにリスト
された 1つ以上の vNIC、vHBA、iSCSI、vNICがサーバプロファイル内のサーバ設定に一致
するかどうかをレポートします。

•オフにした場合は、Cisco UCS Managerがサービスプロファイルから（ブートオプションに
応じて）vNICまたは vHBAを使用します。

ステップ 8 [Boot Mode]フィールドで [Legacy]または [UEFI]オプションボタンをオンにします。
ステップ 9 [UEFI]を選択した場合、UEFIブートセキュリティを有効にするには [Boot Security]チェックボッ

クスをオンにします。

ステップ 10 次の 1つ以上のオプションをブートポリシーに設定し、ブート順序を設定します。

• [Local Devices boot]：サーバのローカルディスクなどのローカルデバイスから、仮想メディ
アまたはリモート仮想ディスクを起動するには、ブートポリシー用ローカルディスクブー

トの設定, （39ページ）に進みます。
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• [SANboot]：SANのオペレーティングシステムイメージから起動するには、ブートポリシー
用 SANブートポリシー設定, （8ページ）に進みます。

プライマリおよびセカンダリ SANブートを指定できます。プライマリブートが失敗した場
合、サーバはセカンダリからのブートを試行します。

• [LANboot]：集中型プロビジョニングサーバから起動するには、ブートポリシー用LANブー
トポリシー設定, （37ページ）に進みます。

• [iSCSI boot]：iSCSI LUNから起動するには、iSCSIブートポリシーの作成, （20ページ）に
進みます。

次の作業

ブートポリシーをサービスプロファイルとテンプレートに含めます。

このブートポリシーを含むサービスプロファイルがサーバに関連付けられると、サーバの [General]
タブの [Boot Order Details]領域でブート順序を確認できます。

SAN ブート
SAN上のオペレーティングシステムイメージから 1つ以上のサーバがブートするように、ブー
トポリシーを設定できます。ブートポリシーにはプライマリとセカンダリの SANブートを含め
ることができます。プライマリブートが失敗した場合、サーバはセカンダリからのブートを試行

します。

シスコでは、システム内で最高のサービスプロファイルモビリティを提供する SANブートの使
用を推奨しています。SANからブートした場合、あるサーバから別のサーバにサービスプロファ
イルを移動すると、新しいサーバは、同じオペレーティングシステムイメージからブートしま

す。したがって、ネットワークからは、新しいサーバは同じサーバと認識されます。

SANブートを使用するには、次の項目が設定されていることを確認してください。

• Cisco UCS domainが、オペレーティングシステムイメージをホストしている SANストレー
ジデバイスと通信できること。

•オペレーティングシステムイメージが置かれているデバイス上のブートターゲット LUN
（論理ユニット番号）。

SANブートは、CiscoUCSブレードおよびラックサーバ上のGen-3Emulexアダプタではサポー
トされていません。

（注）
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ブートポリシー用 SAN ブートポリシー設定
サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートに制限されたローカルブート

ポリシーを作成することもできます。しかし、複数のサービスプロファイルまたはサービスプロ

ファイルテンプレートに含むことのできるグローバルなブートポリシーの作成を推奨します。

ローカルディスクと SAN LUNの両方がブート順序のストレージタイプに設定されていて、
オペレーティングシステムまたは論理ボリュームマネージャ（LVM）の設定が誤っている場
合、サーバが SAN LUNではなくローカルディスクからブートする場合があります。

たとえば、Red Hat Linuxがインストールされているサーバで、LVMにデフォルトの LVMが
設定されていて、ブート順序に SAN LUNとローカルディスクが設定されている場合、Linux
は同じ名前の LVが 2つあるという通知を生成し、SCSI IDの値が最も小さい LV（ローカル
ディスクの可能性があります）からブートします。

ヒント

この手順は、ブートポリシーの作成, （6ページ）から直接続いています。

はじめる前に

SAN LUNからサーバをブートするブートポリシーを作成し、安定した SANブート操作が必
要な場合は、最初に、ブートポリシーを含むサービスプロファイルに関連付けられたサーバ

からすべてのローカルディスクを削除する必要があります。

これは、Cisco UCS M3以降のサーバには適用されません。これは、UCS Miniシリーズには適
用されません。

（注）

手順

ステップ 1 下矢印をクリックして [vHBAs]領域を展開します。
ステップ 2 [Add SAN Boot]リンクをクリックします。
ステップ 3 [Add San Boot]ダイアログボックスで、vHBAとタイプを指定して、[OK]をクリックします。

[Primary] または [Secondary]の SANブートを指定できます。プライマリブートが失敗した場合、
サーバはセカンダリからのブートを試行します。[Any]オプションは、SANストレージデバイス
に直接接続し、UCSManagerをバイパスしているサポート対象外のアダプタに使用します。UCSM
が管理するサポート対象の一連のアダプタの場合の SANブートには [Any]を使用しないでくださ
い。ファブリックインターコネクトに直接接続しているサポート対象外のアダプタについては、

ベンダーの指示に従ってブート用のアダプタを設定します。

ステップ 4 この vHBAがブート可能な SANイメージを参照する場合は、[Add SAN Boot Target]リンクをク
リックし、[Add SAN Boot Target]ダイアログボックスで、ブートターゲット LUN、ブートター
ゲットWWPN、およびタイプを指定して、[OK]をクリックします。

ステップ 5 次のいずれかを実行します。
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• [Boot Order]テーブルに別のブートデバイスを追加します。

• [OK]をクリックして終了します。

次の作業

ブートポリシーをサービスプロファイルとテンプレートに含めます。

このブートポリシーを含むサービスプロファイルがサーバに関連付けられた後で、サーバの

[General]タブの [Boot Order Details]領域で実際のブート順序を確認できます。

iSCSI ブート
iSCSIブートは、サーバがネットワークにリモートに配置されている iSCSIターゲットマシンか
らオペレーティングシステムを起動できるようにします。

iSCSIブートは次の Cisco UCSハードウェアでサポートされます。

• Cisco UCSM51KR-B Broadcom BCM57711ネットワークアダプタを持ち、Broadcomから提供
されるデフォルトのMACアドレスを使用する、Cisco UCSブレードサーバ。

• Cisco UCS M81KR Virtual Interface Card

• Cisco UCS VIC-1240 Virtual Interface Card

• Cisco UCS VIC-1280 Virtual Interface Card

• Cisco UCS VIC-1340 Virtual Interface Card

• Cisco UCS M61KR-B Broadcom BCM57712のネットワークアダプタを持つ Cisco UCSラック
サーバ。

• Cisco UCS P81E仮想インターフェイスカード

• Cisco UCSラックサーバ上の Cisco UCS VIC 1225仮想インターフェイスカード

iSCSIブートを設定する前に満たさなければならない前提条件があります。これらの前提条件のリ
ストについては、iSCSIブートのガイドラインと前提条件, （10ページ）を参照してください。

iSCSIブートを実装するための高度な手順については、iSCSIブートの設定, （13ページ）を参照
してください。

iSCSI ブートプロセス
CiscoUCSManagerは、サーバにあるアダプタをプログラムするための関連付けプロセスでサービ
スプロファイル用に作成された iSCSI vNICと iSCSIのブート情報を使用します。アダプタのプロ
グラミング後に、サーバは最新のサービスプロファイル値で再起動します。電源投入時セルフテ

スト（POST）の後、アダプタは、次のサービスプロファイル値を使用して初期化を試みます。ア
ダプタが値を使用して指定されたターゲットにログインできる場合、アダプタは iSCSIBootFirmware
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Table（iBFT）を初期化してホストメモリに、有効なブート可能 LUNをシステム BIOSにポスト
します。ホストメモリにポストされる iBFTには、プライマリ iSCSI VNICにプログラミングされ
た、イニシエータとターゲットの設定が含まれています。

以前は、ホストは LUN検出が最初に終了したパスに応じて、設定されたブートパスのうち 1
つだけを参照し、そのパスから起動していました。現在は、設定された iSCSIブート vNICが
2つある場合、ホストは両方のブートパスを参照するようになりました。そのため、マルチパ
ス構成では、両方のブート vNICに単一の IQNを設定する必要があります。ホスト上のブート
vNICに設定された異なる IQNが存在する場合、ホストは PCI順序が低いブート vNICに設定
された IQNを使用して起動します。

（注）

次の手順であるオペレーティングシステム（OS）のインストールでは、iBFT対応のOSが必要で
す。OSのインストール時に、OSインストーラは iBFTテーブルのホストのメモリをスキャンし、
iBFTテーブルの情報を使用してブートデバイスの検出とターゲット LUNへの iSCSIパス作成を
行います。OSによっては、このパスを完了するために NICドライバが必要です。このステップ
が成功した場合、OSインストーラが OSをインストールする iSCSIターゲット LUNを検出しま
す。

iBFTは OSインストールのソフトウェアレベルで動作し、HBAモード（別名 TCPオフロー
ド）では動作しない場合があります。iBFTがHBAモードで動作するかどうかは、インストー
ル中の OSの機能によって異なります。また、Cisco UCS M51KR-B Broadcom BCM57711アダ
プタを含むサーバについては、iBFTはMTUジャンボ設定に関係なく、最大伝送単位（MTU）
サイズ 1500で正常に動作します。OSが HBAモードをサポートする場合、iSCSIインストー
ルプロセスの後に HBAモード、デュアルファブリックのサポートおよびジャンボMTUサイ
ズの設定が必要な場合があります。

（注）

iSCSI ブートのガイドラインと前提条件
iSCSIブートを設定する前に、これらのガイドラインと前提条件を満たす必要があります。

• iSCSIブートポリシーの作成後、ls-compute権限を持つユーザは、そのポリシーをサービス
プロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートに組み込むことができます。ただ

し、ls-compute権限しかないユーザは iSCSIブートポリシーを作成できません。

•セカンド vNIC（フェールオーバー vNIC）が iSCSI LUNから起動する必要があるWindows
2008サーバからの iSCSIブートを設定するには、Microsoft Knowledge Base Article 976042を
参照してください。Microsoftには、ネットワーキングハードウェアが変更されたときに、
Windowsが iSCSIドライブからの起動に失敗するか、bugcheckエラーが発生する可能性があ
る、という既知の問題があります。この問題を回避するには、Microsoftが推奨する解決方法
に従ってください。

•ストレージアレイは、iSCSIブートのライセンスが付与され、アレイサイド LUNマスキン
グが正しく設定されている必要があります。

   Cisco UCS Manager サーバリリース 3.2 管理ガイド
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•各 iSCSIイニシエータに 1つずつ、2つの IPアドレスを決定する必要があります。可能であ
れば、IPアドレスは、ストレージアレイと同じサブネット上にある必要があります。IPア
ドレスは、Dynamic Host Configuration Protocol（DHCP）を使用してスタティックまたはダイ
ナミックに割り当てられます。

•グローバルブートポリシーのブートパラメータは設定できません。代わりに、ブートパラ
メータを設定した後、ブートポリシーを適切なサービスプロファイルに含めます。

•オペレーティングシステム（OS）は iSCSI Boot Firmware Table（iBFT）互換である必要があ
ります。

• Cisco UCS M51KR-B Broadcom BCM57711ネットワークアダプタの場合：

◦ iSCSIブートを使用するサーバは、CiscoUCSM51KR-BBroadcomBCM57711ネットワー
クアダプタを含んでいる必要があります。アダプタカードを取り付けまたは交換する

方法については、Cisco UCS B250 ExtendedMemory Blade Server Installation and Service Note
を参照してください。サービスノートは、http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
b-series-docのCiscoUCSB-Series ServersDocumentation Roadmapからアクセスできます。

◦ iSCSIデバイスのMACアドレスを設定します。

◦ DHCP Vendor ID（オプション 43）を使用している場合は、iSCSIデバイスのMACアド
レスを /etc/dhcpd.confに設定します。

◦ HBAモード（別名 TCPオフロード）および Boot to Target設定がサポートされます。た
だし、インストール中の HBAモードはWindows OSだけがサポートします。

◦ OSをインストールする前に、iSCSIのアダプタポリシーで Boot to Target設定を無効に
し、OSをインストールした後で、Boot to Target設定を再度有効にします。

アダプタポリシーの設定を変更するたびに、アダプタはリブートして新しい

設定を適用します。

（注）

◦ OSを iSCSIターゲットにインストールする場合、iSCSIターゲットは OSイメージが存
在するデバイスの前の順番にしておく必要があります。たとえば、CDから iSCSIター
ゲットに OSをインストールする場合、ブート順序は最初に iSCSIターゲット、その後
CDとする必要があります。

◦サーバが iSCSIブートされた後は、イニシエータ名、ターゲット名、LUN、iSCSIデバ
イス IP、ネットマスクやゲートウェイを Broadcomツールで変更しないでください。

◦ POST（電源投入時自己診断テスト）プロセスを中断しないでください。中断すると、
Cisco UCS M51KR-B Broadcom BCM57711ネットワークアダプタは初期化に失敗しま
す。

• Cisco UCS M81KR Virtual Interface Cardおよび Cisco UCS VIC-1240 Virtual Interface Cardの場
合：

Cisco UCS VIC-1240 Virtual Interface Cardの場合：

Cisco UCS Manager サーバリリース 3.2 管理ガイド
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◦ iSCSIデバイスのMACアドレスを設定しないでください。

◦ HBAモードおよび Boot to Target設定はサポートされていません。

◦ OSを iSCSIターゲットにインストールする場合、iSCSIターゲットは OSイメージが存
在するデバイスより後の順番にしておく必要があります。たとえば、CDから iSCSIター
ゲットにOSをインストールする場合、ブート順序は最初にCD、その後 iSCSIターゲッ
トとする必要があります。

◦ DHCP Vendor ID（オプション 43）を使用している場合、オーバーレイ vNICのMACア
ドレスを /etc/dhcpd.confに設定する必要があります。

◦サーバの iSCSIブート後は、オーバーレイ vNICの IP詳細を変更しないでください。

• VMware ESX/ESXiオペレーティングシステムは、iSCSIブートターゲット LUNへのコアダ
ンプファイルの保存をサポートしていません。ダンプファイルはローカルディスクに書き

込む必要があります。

イニシエータ IQN の設定
Cisco UCSは、サービスプロファイルが物理サーバに関連付けられた時点で、以下のルールを使
用してアダプタ iSCSI vNICのイニシエータ IQNを決定します。

•サービスプロファイルレベルのイニシエータ IQNと iSCSI vNICレベルのイニシエータ IQN
を、1つのサービスプロファイルで一緒に使用することはできません。

•イニシエータ IQNをサービスプロファイルレベルで指定すると、DHCPオプション 43の場
合（イニシエータ IQNはアダプタ iSCSI vNICで空に設定される）を除き、すべてのアダプ
タ iSCSI vNICが同じイニシエータ IQNを使用するように設定されます。

•イニシエータ IQNを iSCSI vNICレベルで設定すると、サービスプロファイルレベルのイニ
シエータ IQNは削除されます（存在する場合）。

•サービスプロファイルに 2つの iSCSI vNICがあり、一方にだけイニシエータ IQNが設定さ
れている場合、もう一方にはデフォルトの IQNプールが設定されます。この設定は後で変更
できます。唯一の例外は、DHCPオプション43が設定されている場合です。その場合、もう
一方の iSCSI vNICのイニシエータ IQNは、サービスプロファイルを関連付けるときに削除
されます。

ベンダー IDを設定して、DHCP Option 43を使用するように iSCSI vNICを変
更した場合、サービスプロファイルレベルで設定したイニシエータ IQNは削
除されません。サービスプロファイルレベルのイニシエータ IQNは、DHCP
オプション 43を使用しない別の iSCSI vNICで使用できます。

（注）
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Windows での MPIO のイネーブル化
ストレージアレイで接続を最適化するには、MPIOをイネーブルにします。

ネットワークハードウェアを変更すると、Windowsが iSCSIドライブからの起動に失敗する
場合があります。詳細については、『Microsoft support Article ID: 976042』を参照してくださ
い。

（注）

はじめる前に

MicrosoftMultipath I/O（MPIO）をイネーブル化するサーバには、CiscoVICドライバが必要です。

ブート LUNに設定されたパスが複数ある場合、LUNがインストールされるときにイネーブルに
するパスは 1つのみです。

手順

ステップ 1 サーバに関連付けられたサービスプロファイルで、プライマリ iSCSI vNICを設定します。
詳細については、サービスプロファイルに iSCSI vNICを作成, （21ページ）を参照してくださ
い。

ステップ 2 プライマリ iSCSI vNICを使用して、iSCSIターゲット LUNにWindowsオペレーティングシステ
ムをインストールします。

ステップ 3 Windowsのインストールが完了したら、ホスト上でMPIOをイネーブルにします。
ステップ 4 サーバに関連付けられたサービスプロファイルで、ブートポリシーにセカンダリ iSCSI vNICを

追加します。

詳細については、iSCSIブートポリシーの作成, （20ページ）を参照してください。

iSCSI ブートの設定
LUNターゲットから iSCSIブートするようCiscoUCSでアダプタまたはブレードを設定する場合、
次のすべてのステップを完了します。

Cisco UCS Manager サーバリリース 3.2 管理ガイド
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手順

目的コマンドまたはアクション

（任意）

詳細については、次のサイトを参照してく

ださい。 iSCSIブートポリシーの作成, （
20ページ）

iSCSIブートのアダプタポリシーを設定
します。

ステップ 1   

（任意）

詳細については、次のサイトを参照してく

ださい。 iSCSI認証プロファイルの作成,
（17ページ）

イニシエータとターゲットの認証プロ

ファイルを設定します。

ステップ 2   

（任意）

詳細については、次のサイトを参照してく

ださい。 iSCSIイニシエータ IPプールの作
成, （19ページ）

IPアドレスプールの IPアドレスを使用
するよう iSCSIイニシエータを設定する
には、iSCSIイニシエータプールに IP
アドレスのブロックを追加します。

ステップ 3   

すべてのサービスプロファイルで使用でき

るブートポリシーの作成の詳細について

すべてのサービスプロファイルで使用

できるブートポリシーを作成します。

ステップ 4   

は、iSCSIブートポリシーの作成, （20
ページ）を参照してください。

または、特定のサービスポリシーに対

してのみローカルブートポリシーを作

成できます。ただし、複数のサービス

プロファイルと共有できるブートポリ

シーを作成することを推奨します。

ステップ7において、サービスプロファイ
ルで iSCSIブートおよび vNICパラメータ

すべてのサービスプロファイルで使用

できるブートポリシーを作成した場合

ステップ 5   

を設定するときに、サービスプロファイルは、それをサービスプロファイルに割

にブートポリシーを割り当てることができ

ます。

り当てます。それ以外の場合は、次のス

テップに進みます。

詳細については、次のサイトを参照してく

ださい。サービスプロファイルに iSCSI
vNICを作成, （21ページ）

サービスプロファイルで iSCSI vNICを
作成します。

ステップ 6   

詳細については、[Expert]ウィザードを使
用したサービスプロファイルの作成または

expertモードでサービスプロファイルに
おいて、またはサービスプロファイル

ステップ 7   

サービスプロファイルテンプレートの作

成を参照してください。

テンプレートにおいて、iSCSIブートパ
ラメータ（iSCSI修飾子名（IQN）、イ
ニシエータ、ターゲットインターフェ

イスなど）および iSCSI vNICパラメー
タを設定します。

詳細については、「Verifying iSCSI Boot」を
参照してください。

iSCSIブート動作を確認します。ステップ 8   
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目的コマンドまたはアクション

詳細については、次のいずれかのドキュメ

ントを参照してください。

サーバに OSをインストールします。ステップ 9   

• CiscoUCS Bシリーズブレードサーバ
VMwareインストレーションガイド

• CiscoUCS Bシリーズブレードサーバ
Linuxインストレーションガイド

• CiscoUCS Bシリーズブレードサーバ
Windowsインストレーションガイド

サーバをブートします。ステップ 10   

iSCSI アダプタポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。
ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Adapter Policies]を右クリックし、[Create iSCSI Adapter Policy]を選択します。
ステップ 5 [Create iSCSI Adapter Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を

変更することはできません。

[Name]フィールド

最初のログインに失敗し、iSCSIアダプタが使用できないとCisco
UCSが判断するまで待機する秒数。

0～ 255の整数を入力します。0を入力すると、Cisco UCSはア
ダプタファームウェアに設定された値（デフォルト：15秒）を
使用します。

[ConnectionTimeout]フィールド
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説明名前

iSCSI LUNの検出中に障害が発生した場合に接続を再試行する
回数。

0～ 60の整数を入力します。0を入力すると、Cisco UCSはア
ダプタファームウェアに設定された値（デフォルト：15秒）を
使用します。

[LUN Busy Retry Count]フィー
ルド

DHCPサーバが使用できないとイニシエータが判断するまで待
機する秒数。

60～ 300の整数を入力します（デフォルト：60秒）。

[DHCP Timeout]フィールド

TCPタイムスタンプを使用する場合は、このボックスをオンに
します。この設定では、必要に応じてパケットのラウンドトリッ

プ時間を計算できるように、送信パケットにはパケット送信時

のタイムスタンプが付きます。

このオプションは Cisco UCS NIC M51KR-Bのアダプ
タを備えたサーバにのみ適用されます。

（注）

[Enable TCP Timestamp]チェッ
クボックス

HBAモード（別名TCPオフロード）をイネーブルにするには、
このボックスをオンにします。

このオプションは、Windowsオペレーティングシステ
ムを実行する Cisco UCS NIC M51KR-Bのアダプタを備
えるサーバに対してのみ有効にする必要があります。

重要

[HBA Mode]チェックボックス

iSCSIターゲットから起動する場合は、このボックスをオンに
します。

このオプションは Cisco UCS NIC M51KR-Bのアダプ
タを備えたサーバにのみ適用されます。また、サーバ

にオペレーティングシステムをインストールするま

ではディセーブルにしておく必要があります。

（注）

[Boot to Target]チェックボック
ス

次のいずれかになります。

• [Local]：このポリシーは、Cisco UCS domain内のサービス
プロファイルとサービスプロファイルテンプレートでの

み使用できます。

• [PendingGlobal]：このポリシーの制御は、CiscoUCSCentral
に移行中です。移行が完了すると、このポリシーは Cisco
UCS Centralに登録されているすべての Cisco UCS domains
で使用可能になります。

• [Global]：このポリシーは、CiscoUCSCentralで管理されま
す。このポリシーを変更する場合は、必ずCiscoUCSCentral
を使用して変更してください。

[Owner]フィールド

   Cisco UCS Manager サーバリリース 3.2 管理ガイド
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ステップ 6 [OK]をクリックします。

次の作業

アダプタポリシーはサービスプロファイルとテンプレートに含めます。

iSCSI アダプタポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。
ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Adapter Policies]ノードを展開します。
ステップ 5 アダプタポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。
ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

iSCSI 認証プロファイルの作成
iSCSIブートの場合、発信側およびターゲットの iSCSI認証プロファイルを作成する必要がありま
す。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。
ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [iSCSI Authentication Profiles]を右クリックし、[iSCSI Authentication Profile]を選択します。
ステップ 5 [Create Authentication Profile]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

Cisco UCS Manager サーバリリース 3.2 管理ガイド
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説明名前

認証プロファイルの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を

変更することはできません。

[Name]フィールド

このプロファイルに関連付けられたユーザ ID。

1～ 128文字の文字、スペース、特殊文字を入力します。

[User ID]フィールド

このプロファイルに関連付けられたパスワード。

特殊文字を含む 12～ 16文字で入力します。

[Password]フィールド

確認のためのパスワードの再入力。[Confirm Password]フィールド

ステップ 6 [OK]をクリックします。

次の作業

認証プロファイルはサービスプロファイルとテンプレートに含めます。

iSCSI 認証プロファイルの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。
ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [iSCSI Authentication Profiles]ノードを展開します。
ステップ 5 削除する IPプールを右クリックし、[Delete]を選択します。
ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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iSCSI イニシエータ IP プールの作成
iSCSIブートに使用する IPアドレスのグループを作成できます。Cisco UCSManagerは、指定した
IPv4アドレスのブロックを予約します。

サーバまたはサービスプロファイルのスタティック IPアドレスとして割り当てられている IPア
ドレスが、IPプールに含まれていてはなりません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [Pools]の順に展開します。
ステップ 3 プールを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [IP Pools]ノードを展開します。
ステップ 5 [IP Pool iscsi-initiator-pool]を右クリックし、[Create Block of IPv4 Addresses]を選択します。
ステップ 6 [Create a Block of IPv4 Addresses]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ブロックに割り当てられた IPv4アドレスの範囲。[Name]カラム

ブロック内の最初の IPv4アドレス。[From]カラム

ブロック内の最後の IPv4アドレス。[To]カラム

ブロック内の IPv4アドレスと関連付けられたサブネットマス
ク。

[Subnet]カラム

ブロック内の IPv4アドレスと関連付けられたデフォルトゲー
トウェイ。

[Default Gateway]カラム

IPv4アドレスのこのブロックがアクセスする必要のあるプライ
マリ DNSサーバ。

[Primary DNS]カラム

IPv4アドレスのこのブロックがアクセスする必要のあるセカン
ダリ DNSサーバ。

[Secondary DNS]カラム

ステップ 7 [OK]をクリックします。
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次の作業

1つ以上のサービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートを設定し、iSCSIイ
ニシエータ IPプールから iSCSIイニシエータ IPアドレスを取得します。

iSCSI ブートポリシーの作成
ブートポリシーあたり最大 2つの iSCSI vNICを追加できます。一方の vNICはプライマリ iSCSI
ブートソースとして動作し、もう一方はセカンダリ iSCSIブートソースとして動作します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。
ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Boot Policies]を右クリックし、[Create Boot Policy]を選択します。
[Create Boot Policy]ウィザードが表示されます。

ステップ 5 ポリシーの一意の名前と説明を入力します。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用でき
ません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を変更することはできません。

ステップ 6 （任意） ブート順序の変更後にこのブートポリシーを使用するサーバをリブートするには、

[Reboot on Boot Order Change]チェックボックスをオンにします。
Cisco UCS Manager GUIで、[Reboot on Boot Order Change]チェックボックスがブートポリシーに
ついて選択されており、CD-ROMまたはフロッピーがブート順の最後のデバイスの場合に、デバ
イスを取り外すか、装着すると、ブート順に直接効力がなく、サーバがリブートされません。

これは、標準のブート順序を使用しているサーバにのみ適用されま

す。

（注）

ステップ 7 （任意） 必要に応じて、[Enforce vNIC/vHBA/iSCSI Name]チェックボックスをオンにします。

•オンにした場合、Cisco UCS Managerは設定エラーを表示し、[Boot Order]テーブルにリスト
された 1つ以上の vNIC、vHBA、iSCSI、vNICがサーバプロファイル内のサーバ設定に一致
するかどうかをレポートします。

•オフにした場合は、Cisco UCS Managerがサービスプロファイルから（ブートオプションに
応じて）vNICまたは vHBAを使用します。

ステップ 8 iSCSIブートをブートポリシーに追加するには、次の手順を実行します。
a) 下矢印をクリックして [iSCSI vNICs]領域を展開します。
b) [Add iSCSI Boot]リンクをクリックします。
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c) [Add iSCSI Boot]ダイアログボックスで、iSCSI vNICの名前を入力し、[OK]をクリックしま
す。

d) 別の iSCSI vNICを作成するには、ステップ b、cを繰り返します。

次の作業

ブートポリシーをサービスプロファイルとテンプレートに含めます。

このブートポリシーを含むサービスプロファイルがサーバに関連付けられた後で、サーバの

[General]タブの [Boot Order Details]領域で実際のブート順序を確認できます。

サービスプロファイルに iSCSI vNIC を作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
ステップ 3 iSCSI vNICを作成するサービスプロファイルが含まれている組織のノードを展開します。
ステップ 4 iSCSI vNICを作成するサービスプロファイルを展開します。
ステップ 5 [iSCSI vNICs]ノードを右クリックし、[Create vNICs]を選択します。
ステップ 6 [Create iSCSI vNIC]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

iSCSI vNICの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を

変更することはできません。

[Name]フィールド

この iSCSIvNICと関連付けられたLANvNIC（存在する場合）。[Overlay vNIC]ドロップダウン
リスト

この iSCSI vNICと関連付けられた iSCSIアダプタポリシー（存
在する場合）。

[iSCSI Adapter Policy]ドロップ
ダウンリスト

すべての iSCSI vNICで使用可能な新しい iSCSIアダプタを作成
するには、このリンクをクリックします。

[Create iSCSI Adapter Policy]リ
ンク
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説明名前

この iSCSI vNICと関連付けられたMACアドレス（存在する場
合）。MACアドレスが設定されていない場合、Cisco UCS
Manager GUIに [Derived]が表示されます。

[MAC Address]フィールド

この iSCSI vNICと関連付けられたMACプール（存在する場
合）。

[MAC Pool]フィールド

この iSCSI vNICに関連付けられた仮想 LAN。デフォルトの
VLANは、defaultです。

Cisco UCS M81KR Virtual Interface Cardおよび Cisco
UCS VIC-1240 Virtual Interface Cardの場合、指定する
VLANはオーバーレイ vNICのネイティブVLANと同
じである必要があります。

Cisco UCS M51KR-B Broadcom BCM57711の場合、指
定したVLANは、オーバーレイ vNICに割り当てられ
たどの VLANでも設定できます。

（注）

[VLAN]ドロップダウンリスト

ステップ 7 [iSCSIMACAddress]領域の [MACAddress Assignment]ドロップダウンリストで、次のいずれかを
選択します。

• MACアドレスの割り当てを解除したままにして、[Select (None used by default)]を選択しま
す。このサービスプロファイルに関連付けられるサーバがCisco UCSM81KRVirtual Interface
Cardまたは Cisco UCS VIC-1240 Virtual Interface Cardを含む場合、このオプションを選択しま
す。

このサービスプロファイルに関連付けられたサーバに Cisco UCS NIC M51KR-Bが含
まれる場合、MACアドレスを指定する必要があります。

重要

•特定のMACアドレスを使用する場合は、[0:25:B5:XX:XX:XX]を選択し、アドレスを [MAC
Address]フィールドに入力します。このアドレスが使用可能であることを確認するには、対
応するリンクをクリックします。

•プール内のMACアドレスを使用する場合は、リストからプール名を選択します。各プール
名の後には、数字のペアが括弧で囲まれています。最初の数字はそのプール内の使用可能な

MACアドレスの数であり、2番めの数字はそのプール内のMACアドレスの合計数です。

この Cisco UCS domainが Cisco UCS Centralに登録されている場合、プールカテゴリが 2つ
存在することがあります。ドメインプールは Cisco UCS domainでローカルに定義され、グ
ローバルプールは、Cisco UCS Centralで定義されます。

ステップ 8 （任意） すべてのサービスプロファイルで使用できるMACプールを作成する場合は、[Create
MAC Pool]をクリックし、[Create MAC Pool]ウィザードでフィールドに値を入力します。
詳細については、『』『Cisco UCS Manager Network Management Guide, Release 3.2』の「Creating
a MAC Pool」セクションを参照してください。
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ステップ 9 [OK]をクリックします。
ステップ 10 （任意） イニシエータ名を設定または変更する場合は、[iSCSI vNICs]タブから [Reset Initiator

Name]または [Change Initiator Name]をクリックし、[Change Initiator Name]ダイアログボックスの
フィールドを入力するかクリックします。詳細については、サービスプロファイルレベルでのイ

ニシエータ IQNの設定, （23ページ）を参照してください。

サービスプロファイルからの iSCSI vNIC の削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
ステップ 3 iSCSI vNICを削除するサービスプロファイルが含まれている組織のノードを展開します。
ステップ 4 iSCSI vNICを削除するサービスプロファイルを展開します。
ステップ 5 [iSCSI vNICs]ノードを展開します。
ステップ 6 削除する iSCSI vNICを右クリックし、[Delete]を選択します。
ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サービスプロファイルレベルでのイニシエータ IQN の設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
ステップ 3 編成の対象となるノードを展開します。

ステップ 4 変更する iSCSI vNICが含まれるサービスプロファイルをクリックします。
ステップ 5 [Work]ペインで、 [iSCSI vNICs]タブをクリックします。

ステップ 6 [Reset Initiator Name]をクリックします。
ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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サービスプロファイルレベルでのイニシエータ IQN の変更

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
ステップ 3 編成の対象となるノードを展開します。

ステップ 4 変更する iSCSI vNICが含まれるサービスプロファイルをクリックします。
ステップ 5 [Work]ペインで、[iSCSI vNICs]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Change Initiator Name]をクリックします。
ステップ 7 [Change Initiator Name]ダイアログボックスで、次のフィールドの値を変更します。

説明名前

ドロップダウンリストから、使用する IQNイ
ニシエータ名を選択します。

[Initiator Name Assignment]ドロップダウンリス
ト

手動によるイニシエータ名の割り当てを選択し

た場合は、イニシエータ名を入力します。

[Initiator Name]フィールド

これをクリックして、新しい IQN接尾辞プール
を作成します。

[Create IQN Suffix Pool]リンク

ステップ 8 [OK]をクリックします。

iSCSI ブートパラメータの設定
iSCSI vNICのブート順序、ブートポリシー、iSCSI認証プロファイル、イニシエータインター
フェイス、ターゲットインターフェイスなど、iSCSIブートパラメータを設定できます。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
ステップ 3 iSCSIブートパラメータを作成するサービスプロファイルを含む組織のノードを展開します。シ

ステムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。
ステップ 4 iSCSIブートパラメータを作成するサービスプロファイルをクリックします。
ステップ 5 [Boot Order]タブをクリックします。
ステップ 6 [Specific Boot Policy]領域で、下矢印をクリックして [iSCSI vNICs]領域を展開します。
ステップ 7 [iSCSIvNICs]領域で、サーバのブート元の iSCSIvNICをダブルクリックしてそれらを [BootOrder]

テーブルに追加します。

ステップ 8 [iSCSI vNICs]領域で、[Set Boot Parameters]リンクをクリックします。
2つの iSCSI vNICがある場合は、ブートパラメータを設定する方を選択します。

ステップ 9 [Set iSCSI Boot Parameters]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

ブートパラメータを設定している iSCSI vNICの名前。[Name]フィールド

関連する iSCSI認証プロファイルの名前。[Authentication Profile]ドロップ
ダウンリスト

すべての iSCSI vNICで使用可能な新しい iSCSI認証プロファイ
ルを作成するには、このリンクをクリックします。

[Create Authentication Profile]リ
ンク

ステップ 10 [Initiator Name]領域で、次のフィールドに入力します。
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説明名前

iSCSIブートイニシエータ名の割り当て方法を選択します。次
の方法の中から 1つを選択してください。

• [Manual]：[InitiatorName]フィールドに名前を入力します。
イニシエータ名には、最大で 223文字まで使用できます。

• [Pools]：IQN接尾辞プールを選択します。このプールから
名前が割り当てられます。

[Set iSCSI Boot Parameters]ダイアログボックスでイニ
シエータ名を設定すると、サービスプロファイルレ

ベルではなく、iSCSIvNICレベルでイニシエータ IQN
が設定されます。複数のパスが設定されている場合、

[iSCSI vNICs]タブから、またはサービスプロファイ
ルの作成時に、イニシエータ IQNを設定する必要が
あります。

（注）

必要に応じて、イニシエータ名を変更またはリセットできます。

詳細については、サービスプロファイルレベルでのイニシエー

タ IQNの変更, （24ページ）を参照してください。

[Initiator Name Assignment]ド
ロップダウンリスト

すべての iSCSI vNICで使用可能な新しい IQN接尾辞プールを
作成するには、このリンクをクリックします。

[Create IQN Suffix Pool]リンク

iSCSIイニシエータ名を定義する正規表現。

任意の英数字および次の特殊文字を入力することができます。

• .（ピリオド）

•：（コロン）

• -（ダッシュ）

[Initiator Name]フィールド

ステップ 11 [Initiator IP Address Policy]ドロップダウンリストで、次のいずれかを選択します。

説明オプション

システムが DHCPを使用してインターフェイスを自動的に選択しま
す。

ステップ 13に進みます。

[Select (DHCP used by
default)]

スタティック IPv4アドレスが、この領域に入力された情報に基づい
て iSCSIブート vNICに割り当てられます。

ステップ 12に進みます。

スタティック
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説明オプション

IPv4アドレスが管理 IPアドレスプールから iSCSIブート vNICに割
り当てられます。

ステップ 13に進みます。

Pool

ステップ 12 [Initiator IP Address Policy]ドロップダウンリストから [Static]を選択した場合は、次のフィールド
に入力します。

説明名前

iSCSIブート vNICに割り当てられた IPv4アドレス。

このアドレスを指定する場合は、[Initiator IP Address Policy]
ドロップダウンリストで [Static]を選択する必要がありま
す。

[IPv4 Address]フィールド

IPv4アドレスに関連付けられたサブネットマスク。[Subnet Mask]フィールド

IPv4アドレスに関連付けられたデフォルトゲートウェイ。[Default Gateway]フィールド

プライマリ DNSサーバのアドレス。[Primary DNS]フィールド

セカンダリ DNSサーバのアドレス。[Secondary DNS]フィールド

ステップ 13 iSCSIターゲットインターフェイスでは、次のいずれかのオプションボタンを選択します。

説明オプション

システムにより、設定する必要があるスタティックターゲットイ

ンターフェイスが作成されます。

ステップ 14に進みます。

[iSCSI Static Target Interface]

システムにより、自動ターゲットインターフェイスが作成されま

す。自動ターゲットがイニシエータとDHCPベンダー IDのどちら
を使用するか指定する必要があります。

ステップ 16に進みます。

[iSCSI Auto Target Interface]

ステップ 14 [iSCSI Static Target Interface]を選択した場合、[Static Target Interface]テーブルで [Add]をクリック
します。

ステップ 15 [Create iSCSI Static Target]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。
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説明名前

iSCSIターゲットの iSCSI Qualified Name（IQN）または拡張固
有識別子（EUI）の名前を定義する正規表現。

任意の英数字および次の特殊文字を入力することができます。

• .（ピリオド）

•：（コロン）

• -（ダッシュ）

この名前は、標準 IQNまたは EUIのガイドラインを使
用して正しい形式にする必要があります。

重要

次に、正しい形式の iSCSIターゲット名の例を示します。

• iqn.2001-04.com.example

• iqn.2001-04.com.example:storage:diskarrays-sn-a8675309

• iqn.2001-04.com.example:storage.tape1.sys1.xyz

• iqn.2001-04.com.example:storage.disk2.sys1.xyz

• eui.02004567A425678D

[iSCSI Target Name]フィールド

iSCSIターゲットに対してシステムが割り当てるプライオリ
ティ。

[Priority]フィールド

iSCSIターゲットに関連付けられたポート。

1～ 65535の整数を入力します。デフォルト値は 3260です。

[Port]フィールド

関連付けられた iSCSI認証プロファイルの名前。[Authentication Profile]ドロップ
ダウンリスト

すべての iSCSI vNICで使用可能な新しい iSCSI認証プロファイ
ルを作成するには、このリンクをクリックします。

[Create iSCSI Authentication
Profile]リンク

iSCSIターゲットに割り当てられた IPv4アドレス。[IPv4 Address]フィールド

iSCSIターゲットの LUN識別子です。[LUN Id]フィールド

ステップ 16 [iSCSI Auto Target Interface]を選択した場合、[DHCP Vendor Id]フィールドにイニシエータ名また
は DHCPベンダー IDを入力します。イニシエータがすでに設定済みである必要があります。ベ
ンダー IDには、最大 32文字の英数字を指定できます。

ステップ 17 [OK]をクリックします。
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iSCSI ブートパラメータの変更
iSCSI vNICのブート順序、ブートポリシー、iSCSI認証プロファイル、イニシエータインター
フェイス、ターゲットインターフェイスなど、iSCSIブートパラメータを変更できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
ステップ 3 iSCSIブートパラメータを変更するサービスプロファイルを含む組織のノードを展開します。シ

ステムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。
ステップ 4 iSCSIブートパラメータを変更するサービスプロファイルをクリックします。
ステップ 5 [Boot Order]タブをクリックします。
ステップ 6 [Specific Boot Policy]領域で、下矢印をクリックして [iSCSI vNICs]領域を展開します。
ステップ 7 ブート順序の iSCSI vNICを追加または削除する、またはブート順序を変更するには、次のいずれ

かを実行します。

• iSCSI vNICを追加するには、[iSCSI vNICs]領域で、iSCSI vNICをダブルクリックして [Boot
Order]テーブルに追加します。

•ブート順序から iSCSI vNICを削除するには、[Boot Order]テーブルで、iSCSI vNICを選択し
て [Delete]をクリックします。

• iSCSI vNICのブート順序を変更するには、[Boot Order]テーブルで、iSCSI vNICを選択して
[Move Up]または [Move Down]をクリックします。

ステップ 8 ブートパラメータを変更するには、[iSCSI vNICs]領域で、[Set Boot Parameters]リンクをクリック
します。

2つの iSCSI vNICがある場合は、ブートパラメータを変更する方を選択します。

ステップ 9 [Set iSCSIBoot Parameters]ダイアログボックスで、次のいずれかのフィールドの値を変更します。

説明名前

ブートパラメータを設定している iSCSI vNICの名前。[Name]フィールド

関連する iSCSI認証プロファイルの名前。[Authentication Profile]ドロップ
ダウンリスト

すべての iSCSI vNICで使用可能な新しい iSCSI認証プロファイ
ルを作成するには、このリンクをクリックします。

[Create Authentication Profile]リ
ンク

ステップ 10 [Initiator Name]領域で、次のフィールドに入力します。
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説明名前

iSCSIブートイニシエータ名の割り当て方法を選択します。次
の方法の中から 1つを選択してください。

• [Manual]：[InitiatorName]フィールドに名前を入力します。
イニシエータ名には、最大で 223文字まで使用できます。

• [Pools]：IQN接尾辞プールを選択します。このプールから
名前が割り当てられます。

[Set iSCSI Boot Parameters]ダイアログボックスでイニ
シエータ名を設定すると、サービスプロファイルレ

ベルではなく、iSCSIvNICレベルでイニシエータ IQN
が設定されます。複数のパスが設定されている場合、

[iSCSI vNICs]タブから、またはサービスプロファイ
ルの作成時に、イニシエータ IQNを設定する必要が
あります。

（注）

必要に応じて、イニシエータ名を変更またはリセットできます。

詳細については、サービスプロファイルレベルでのイニシエー

タ IQNの変更, （24ページ）を参照してください。

[Initiator Name Assignment]ド
ロップダウンリスト

すべての iSCSI vNICで使用可能な新しい IQN接尾辞プールを
作成するには、このリンクをクリックします。

[Create IQN Suffix Pool]リンク

iSCSIイニシエータ名を定義する正規表現。

任意の英数字および次の特殊文字を入力することができます。

• .（ピリオド）

•：（コロン）

• -（ダッシュ）

[Initiator Name]フィールド

ステップ 11 [Initiator IP Address Policy]ドロップダウンリストの選択を、次のいずれかに変更します。

説明オプション

システムが DHCPを使用してインターフェイスを自動的に選択しま
す。

ステップ 13に進みます。

[Select (DHCP used by
default)]

スタティック IPv4アドレスが、この領域に入力された情報に基づい
て iSCSIブート vNICに割り当てられます。

ステップ 12に進みます。

スタティック
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説明オプション

IPv4アドレスが管理 IPアドレスプールから iSCSIブート vNICに割
り当てられます。

ステップ 13に進みます。

Pool

ステップ 12 [Initiator IP Address Policy]ドロップダウンリストで [Static]を選択した場合、次のフィールドを入
力するか変更してください。

説明名前

iSCSIブート vNICに割り当てられた IPv4アドレス。

このアドレスを指定する場合は、[Initiator IP Address Policy]
ドロップダウンリストで [Static]を選択する必要がありま
す。

[IPv4 Address]フィールド

IPv4アドレスに関連付けられたサブネットマスク。[Subnet Mask]フィールド

IPv4アドレスに関連付けられたデフォルトゲートウェイ。[Default Gateway]フィールド

プライマリ DNSサーバのアドレス。[Primary DNS]フィールド

セカンダリ DNSサーバのアドレス。[Secondary DNS]フィールド

ステップ 13 iSCSIターゲットインターフェイスでは、次のいずれかのオプションボタンを選択します。

説明オプション

システムにより、設定する必要があるスタティックターゲットイ

ンターフェイスが作成されます。

ステップ 14に進みます。

[iSCSI Static Target Interface]

システムにより、自動ターゲットインターフェイスが作成されま

す。自動ターゲットがイニシエータとDHCPベンダー IDのどちら
を使用するか指定する必要があります。

ステップ 15に進みます。

[iSCSI Auto Target Interface]

ステップ 14 [iSCSI Static Target Interface]を選択した場合は、[Static Target Interface]テーブルで次のいずれかを
実行します。

• iSCSIスタティックターゲットインターフェイスを追加するには、[Add]をクリックします。
iSCSIターゲットインターフェイスを変更するには、変更する iSCSIターゲットインター
フェイスを選択して [Modify]をクリックします。次に、[Create iSCSI Static Target]ダイアロ
グボックスで、次のフィールドを入力または変更します。
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説明名前

iSCSIターゲットの iSCSI Qualified Name（IQN）または拡張
固有識別子（EUI）の名前を定義する正規表現。

任意の英数字および次の特殊文字を入力することができま

す。

• .（ピリオド）

•：（コロン）

• -（ダッシュ）

この名前は、標準 IQNまたはEUIのガイドラインを
使用して正しい形式にする必要があります。

重要

次に、正しい形式の iSCSIターゲット名の例を示します。

• iqn.2001-04.com.example

• iqn.2001-04.com.example:storage:diskarrays-sn-a8675309

• iqn.2001-04.com.example:storage.tape1.sys1.xyz

• iqn.2001-04.com.example:storage.disk2.sys1.xyz

• eui.02004567A425678D

[iSCSI Target Name]フィール
ド

iSCSIターゲットに対してシステムが割り当てるプライオリ
ティ。

[Priority]フィールド

iSCSIターゲットに関連付けられたポート。

1～65535の整数を入力します。デフォルト値は3260です。

[Port]フィールド

関連付けられた iSCSI認証プロファイルの名前。[Authentication Profile]ドロッ
プダウンリスト

すべての iSCSI vNICで使用可能な新しい iSCSI認証プロファ
イルを作成するには、このリンクをクリックします。

[Create iSCSI Authentication
Profile]リンク

iSCSIターゲットに割り当てられた IPv4アドレス。[IPv4 Address]フィールド

iSCSIターゲットの LUN識別子です。[LUN Id]フィールド

• iSCSIターゲットインターフェイスを削除するには、削除する iSCSIターゲットインター
フェイスを選択して [Delete]をクリックします。

   Cisco UCS Manager サーバリリース 3.2 管理ガイド
32

サーバのブート

iSCSI ブートパラメータの変更



2つの iSCSIスタティックターゲットがあり、優先順位 1位のターゲットを削除する
と、優先順位 2位のターゲットが優先順位 1位のターゲットになります。ただし、この
ターゲットは、Cisco UCS Managerでは、引き続き優先順位 2位のターゲットとして表
示されます。

（注）

ステップ 15 [iSCSIAuto Target Interface]を選択した場合、[DHCPVendor Id]フィールドのエントリをイニシエー
タ名または DHCPベンダー IDに変更します。イニシエータがすでに設定済みである必要があり
ます。ベンダー IDには、最大 32文字の英数字を指定できます。

ステップ 16 [OK]をクリックします。

IQN プール
IQNプールは、iSCSI vNICが Cisco UCS domainでイニシエータ IDとして使用する iSCSI修飾名
（IQN）の集合です。

IQNプールのメンバの形式は、プレフィックス:サフィックス:番号となり、プレフィックス、サ
フィックス、および番号のブロック（範囲）を指定できます。

IQNプールは、番号の範囲と接尾辞は異なるものの、同じ接頭辞を共有する複数の IQNブロック
を含むことができます。

IQN プールの作成

ほとんどの場合、最大 IQNサイズ（プレフィックス +サフィックス +追加文字）は 223文字
です。Cisco UCS NIC M51KR-Bアダプタを使用する場合、IQNサイズを 128文字に制限する
必要があります。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [Pools]の順に展開します。
ステップ 3 プールを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [IQN Pools]を右クリックし、[Create IQN Suffix Pool]を選択します。
ステップ 5 [Create IQN Suffix Pool]ウィザードの [Define Name and Description]ページで、次のフィールドに値

を入力します。
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説明フィールド

iSCSI修飾名（IQN）プールの名前。

この名前には、1～ 32文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

名前

プールのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー
スを使用できます。`（アクセント記号）、\（バックスラッ
シュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大
なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）は使用できませ
ん。

説明

このプール用に作成された任意の IQNブロックのプレフィク
ス。

1～ 150文字を入力します。任意の文字や数字、および次の特
殊文字を使用できます：.（ピリオド）、:（コロン）、-（ハイ
フン）。たとえば、iqn1.alpha.comを使用できます。

Prefix

次のいずれかになります。

• [Default]：Cisco UCS Managerはプールからランダム IDを
選択します。

• [Sequential]：Cisco UCS Managerはプールから最も小さい
使用可能 IDを選択します。

[Assignment Order]フィールド

ステップ 6 [Next]をクリックします。
ステップ 7 [Create IQN Suffix Pool]ウィザードの [Add IQN Blocks]ページで、[Add]をクリックします。

ステップ 8 [Create a Block of IQN Suffixes]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

iSCSI修飾名（IQN）のこのブロックの接尾辞。

1～ 64文字を入力します。任意の文字や数字、および次の特殊
文字を使用できます：.（ピリオド）、:（コロン）、-（ハイフ
ン）。たとえば、alphadc-1を使用できます。

[Suffix]フィールド

ブロック内の最初の接尾辞番号。[From]フィールド
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説明名前

ブロック内の接尾辞の数。[Size]フィールド

ステップ 9 [OK]をクリックします。
ステップ 10 [Finish]をクリックして、ウィザードを終了します。

次の作業

IQNサフィックスプールはサービスプロファイルとテンプレートに含めます。

IQN プールへのブロックの追加

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [Pools]の順に展開します。
ステップ 3 プールを含む組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [IQN Pools]ノードを展開します。
ステップ 5 目的の IQNプールを右クリックし、[Create a Block of IQN Suffixes]を選択します。
ステップ 6 [Create a Block of IQN Suffixes]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

iSCSI修飾名（IQN）のこのブロックの接尾辞。

1～ 64文字を入力します。任意の文字や数字、および次の特殊
文字を使用できます：.（ピリオド）、:（コロン）、-（ハイフ
ン）。たとえば、alphadc-1を使用できます。

[Suffix]フィールド

ブロック内の最初の接尾辞番号。[From]フィールド

ブロック内の接尾辞の数。[Size]フィールド

ステップ 7 [OK]をクリックします。
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IQN プールからのブロックの削除
プールからアドレスブロックを削除すると、Cisco UCSManagerはそのブロックの中の vNICまた
は vHBAに割り当てられたアドレスを再割り当てしません。削除されたブロックのすべての割り
当て済みブロックは、次のいずれかが起きるまで、割り当てられた vNICまたは vHBAに残りま
す。

•関連付けられたサービスプロファイルが削除された場合。

•アドレスが割り当てられた vNICまたは vHBAが削除された場合。

• vNICまたは vHBAが異なるプールに割り当てられた場合。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [Pools]の順に展開します。
ステップ 3 プールを含む組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [IQN Pools]ノードを展開します。
ステップ 5 IQN接尾辞のブロックを削除する IQNプールを選択します。
ステップ 6 [Work]ペインで、[IQN Blocks]タブをクリックします。

ステップ 7 削除するブロックを右クリックし、[Delete]を選択します。
ステップ 8 [Yes]をクリックして削除を確認します。
ステップ 9 [Save Changes]をクリックします。

IQN プールの削除
プールを削除した場合、Cisco UCS Managerは、そのプールの vNICまたは vHBAに割り当てられ
たアドレスは再割り当てしません。削除されたプールのすべての割り当て済みブロックは、次の

いずれかが起きるまで、割り当てられた vNICまたは vHBAに残ります。

•関連付けられたサービスプロファイルが削除された場合。

•アドレスが割り当てられた vNICまたは vHBAが削除された場合。

• vNICまたは vHBAが異なるプールに割り当てられた場合。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [Pools]の順に展開します。
ステップ 3 プールを含む組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [IQN Pools]ノードを展開します。
ステップ 5 削除するプールを右クリックして、[Delete]を選択します。
ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

LAN ブート
LANの集中プロビジョニングサーバから 1つまたは複数のサーバをブートするブートポリシー
を設定できます。LAN（または PXE）ブートは、その LANサーバからサーバにOSをインストー
ルする際に頻繁に使用されます。

LANブートポリシーには、複数のタイプのブートデバイスを追加できます。たとえば、ローカ
ルディスクや仮想メディアブートをセカンダリブートデバイスとして追加できます。

ブートポリシー用 LAN ブートポリシー設定
サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートに制限されたローカルブート

ポリシーを作成することもできます。しかし、複数のサービスプロファイルまたはサービスプロ

ファイルテンプレートに含むことのできるグローバルなブートポリシーの作成を推奨します。

ブートポリシーには複数のタイプのブートデバイスを追加できます。たとえば、ローカルディ

スクや仮想メディアブートをセカンダリブートデバイスとして追加できます。

この手順は、ブートポリシーの作成, （6ページ）から直接続いています。

手順

ステップ 1 下矢印をクリックして [vNICs]領域を展開します。
ステップ 2 [Add LAN Boot]リンクをクリックします。
ステップ 3 [Add LAN Boot]ダイアログボックスで、LANブートに使用する vNICの名前を [vNIC]フィールド

に入力して、[OK]をクリックします。
ステップ 4 次のいずれかを実行します。

• [Boot Order]テーブルに別のブートデバイスを追加します。
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• [OK]をクリックして終了します。

次の作業

ブートポリシーをサービスプロファイルテンプレートに含めます。

このブートポリシーを含むサービスプロファイルがサーバに関連付けられた後で、サーバの

[General]タブの [Boot Order Details]領域で実際のブート順序を確認できます。

ローカルデバイスブート
Cisco UCS Managerでは、異なるローカルデバイスから起動することができます。

強化されたブート順序を使用しているCisco UCSM3以降のブレードサーバとラックサーバの
場合、トップレベルと第 2レベルのどちらのブートデバイスも選択できます。標準のブート
順序を使用している Cisco UCSM1とM2のブレードサーバとラックサーバの場合、トップレ
ベルのブートデバイスのみを選択できます。

（注）

ローカルディスクブート

サーバにローカルドライブがある場合、ブートポリシーを設定して、トップレベルのローカル

ディスクデバイスまたは第 2レベルのデバイスのいずれかからサーバを起動できます。

• [Local LUN]：ローカルディスクまたはローカル LUNからの起動を有効にします。

• [Local JBOD]：ブート可能な JBODからの起動を有効にします。

• [SD card]：SDカードからの起動を有効にします。

• [Internal USB]：内部 USBからの起動を有効にします。

• [External USB]：外部 USBからの起動を有効にします。

• [Embedded Local LUN]：Cisco UCS C240 M4/M5サーバ上の内蔵ローカル LUNからの起動を
有効にします。

• [Embedded Local Disk]：Cisco UCS C240M4SXおよびM4Lサーバの内蔵ローカルディスクか
らの起動を有効にします。

第 2レベルのデバイスは、強化されたブート順序を使用している Cisco UCS M3以降のブレー
ドサーバとラックサーバに対してのみ使用できます。標準のブート順序を使用しているCisco
UCS M1とM2のブレードサーバとラックサーバの場合、トップレベルの [Add Local Disk]の
みを選択できます。

（注）

   Cisco UCS Manager サーバリリース 3.2 管理ガイド
38

サーバのブート

ローカルデバイスブート



仮想メディアブート

ブートポリシーを設定して、サーバからアクセスできる仮想メディアデバイスから 1つ以上の
サーバを起動できます。仮想メディアデバイスは、物理CD/DVDディスク（読み取り専用）また
はフロッピーディスク（読み取り書き込み）のサーバへの挿入を疑似的に実行します。このタイ

プのサーバブートは、通常サーバに手動でオペレーティングシステムをインストールするために

使用されます。

第 2レベルのデバイスは、強化されたブート順序を使用している Cisco UCS M3以降のブレー
ドサーバとラックサーバに対してのみ使用できます。標準のブート順序を使用しているCisco
UCSM1とM2のブレードサーバとラックサーバの場合、トップレベルの [Add CD/DVD]また
は [Add Floppy]のみを選択できます。

（注）

リモート仮想ドライブのブート

ブートポリシーを設定して、サーバからアクセスできるリモート仮想ドライブから 1つ以上の
サーバを起動できます。

NVMe のブート

リリース 3.2(1)以降、CiscoUCSManagerにはNVMeデバイスをM5ブレードサーバやラックサー
バのブートポリシーに追加するオプションが備わっています。BIOSは、存在する NVMeデバイ
スを列挙し、UEFI対応 OSがインストールされている最初の NVMeデバイスで起動します。

ブートポリシー用ローカルディスクブートの設定

サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートに制限されたローカルブート

ポリシーを作成することもできます。しかし、複数のサービスプロファイルまたはサービスプロ

ファイルテンプレートに含むことのできるグローバルなブートポリシーの作成を推奨します。

ブートポリシーには複数のタイプのブートデバイスを追加できます。たとえば、セカンダリブー

トデバイスとして SDカードのブートを追加できます。

この手順は、ブートポリシーの作成, （6ページ）から直接続いています。

手順

ステップ 1 下矢印をクリックして [Local Devices]領域を展開します。
ステップ 2 次のリンクのいずれかをクリックして、デバイスを [Boot Order]テーブルに追加します。

• [Add Local Disk]または

◦ [Add Local LUN]

◦ [Add SD Card]

◦ [Add Internal USB]

Cisco UCS Manager サーバリリース 3.2 管理ガイド
39

サーバのブート

ブートポリシー用ローカルディスクブートの設定



◦ [Add External USB]

強化されたブート順序を使用している Cisco UCS M3以降のブレードサーバとラック
サーバの場合、トップレベルと第2レベルのどちらのブートデバイスも選択できます。
標準のブート順序を使用している Cisco UCSM1とM2のブレードサーバとラックサー
バの場合、トップレベルのブートデバイスのみを選択できます。

（注）

ステップ 3 次のいずれかを実行します。

• [Boot Order]テーブルに別のブートデバイスを追加します。

• [OK]をクリックして終了します。

次の作業

ブートポリシーをサービスプロファイルとテンプレートに含めます。

このブートポリシーを含むサービスプロファイルがサーバに関連付けられた後で、サーバの

[General]タブの [Boot Order Details]領域で実際のブート順序を確認できます。

ブートポリシー用仮想メディアブートの設定

サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートに制限されたローカルブート

ポリシーを作成することもできます。しかし、複数のサービスプロファイルまたはサービスプロ

ファイルテンプレートに含むことのできるグローバルなブートポリシーの作成を推奨します。

ブートポリシーには複数のタイプのブートデバイスを追加できます。ローカルディスクブート

をセカンダリブートデバイスとして追加できます。

仮想メディアでは、USBをイネーブルにする必要があります。USBの機能に影響するBIOS設
定を変更した場合は、仮想メディアにも影響します。したがって、最適なパフォーマンスを実

現するためには、次の USB BIOSをデフォルト設定のままにしておくことをお勧めします。

（注）

• [Make Device Non Bootable]：[disabled]に設定します。

• [USB Idle Power Optimizing Setting]：[high-performance]に設定します。

この手順は、ブートポリシーの作成, （6ページ）から直接続いています。

手順

ステップ 1 下矢印をクリックして [Local Devices]領域を展開します。
ステップ 2 次のリンクのいずれかをクリックして、デバイスを [Boot Order]テーブルに追加します。

• [ADD CD/DVD]または
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[Add Local CD/DVD]◦

◦ [Add Remote CD/DVD]

• [Add Floppy]または

◦ [Add Local Floppy]

◦ [Add Remote Floppy]

• [Add Remote Virtual Drive]

強化されたブート順序を使用している Cisco UCS M3以降のブレードサーバとラック
サーバの場合、トップレベルと第2レベルのどちらのブートデバイスも選択できます。
標準のブート順序を使用している Cisco UCSM1とM2のブレードサーバとラックサー
バの場合、トップレベルのブートデバイスのみを選択できます。

（注）

ステップ 3 次のいずれかを実行します。

• [Boot Order]テーブルに別のブートデバイスを追加します。

• [OK]をクリックして終了します。

次の作業

ブートポリシーをサービスプロファイルとテンプレートに含めます。

このブートポリシーを含むサービスプロファイルがサーバに関連付けられた後で、サーバの

[General]タブの [Boot Order Details]領域で実際のブート順序を確認できます。

ブートポリシー用 NVMe ブートの設定
サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートに制限されたローカルブート

ポリシーを作成することもできます。しかし、複数のサービスプロファイルまたはサービスプロ

ファイルテンプレートに含むことのできるグローバルなブートポリシーの作成を推奨します。

ブートポリシーには複数のタイプのブートデバイスを追加できます。たとえば、セカンダリブー

トデバイスとして SDカードのブートを追加できます。

この手順は、ブートポリシーの作成, （6ページ）から直接続いています。

手順

ステップ 1 下矢印をクリックして [Local Devices]領域を展開します。
ステップ 2 [Add NVMe]をクリックし、デバイスを [Boot Order]テーブルに追加します。

NVMeブートポリシーは、[Uefi]ブートモードでのみ使用できま
す。

（注）
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ステップ 3 次のいずれかを実行します。

• [Boot Order]テーブルに別のブートデバイスを追加します。

• [OK]をクリックして終了します。

次の作業

ブートポリシーをサービスプロファイルとテンプレートに含めます。

このブートポリシーを含むサービスプロファイルがサーバに関連付けられた後で、サーバの

[General]タブの [Boot Order Details]領域で実際のブート順序を確認できます。

vMedia サービスプロファイルへのブートポリシーの追加
この手順では、[Create Service Profile (expert)]ウィザードの [Server Boot Order]ページで、vMedia
のブートポリシーのオプションを設定する方法について説明します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
ステップ 3 サービスプロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 組織を右クリックし、[Create Service Profile (expert)]を選択します。
[Unified Computing System Manager]ペインが表示されます。

ステップ 5 [Name]フィールドに、サービスプロファイルの識別に使用できる一意の名前を入力します。
この名前には、2～ 32文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用でき
ません。この名前は、同じ組織内のすべてのサービスプロファイルおよびサービスプロファイル

テンプレートで一意であることが必要です。

この名前は、サービスプロファイルを作成する組織またはサブ組織内で一意である必要がありま

す。

ステップ 6 [UUID Assignment]ドロップダウンリストで、次のいずれかの手順を実行します。

説明オプション

デフォルトの UUID接尾辞プールから
UUIDを割り当てます。

ステップ 8に進みます。

Select (pool default used by default)
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説明オプション

製造元によってサーバに割り当てられた

UUIDを使用します。

このオプションを選択した場合、UUID
はサービスプロファイルがサーバと関連

付けられるまで割り当てられません。こ

の時点で、UUIDは製造元によってサー
バに割り当てられたUUID値に設定され
ます。サービスプロファイルを後で別の

サーバに移動すると、UUIDは新しいサー
バに一致するように変更されます。

ステップ 8に進みます。

手動で割り当てるUUIDを使用します。

ステップ 7に進みます。

XXXXXXXX-XXXX-XXXX-XXXX-XXXXXXXXXXXX

ドロップダウンリストの下部のリストか

ら選択するUUID接尾辞プールからUUID
を割り当てます。

各プール名の後には、プール内で利用可

能な UUIDの数および UUIDの合計数を
示す、括弧に囲まれた 2つの数字が表示
されます。

既存のプールを使用するのではなく、す

べてのサービスプロファイルがアクセス

できるプールを作成する場合は、ステッ

プ 4に進みます。それ以外の場合はス
テップ 8に進みます。

Pools Pool_Name

ステップ 7 （任意） XXXXXXXX-XXXX-XXXX-XXXX-XXXXXXXXXXXXオプションを選択した場合は、
次の手順を実行します。

a) [UUID]フィールドに、このサービスプロファイルを使用するサーバに割り当てる有効なUUID
を入力します。

ステップ 8 （任意） このサービスプロファイルで使用する新しい UUIDサフィックスプールを作成する場
合は、[Create UUID Suffix Pool]をクリックし、[Create UUID Suffix Pool]ウィザードのフィールド
に値を入力します。

詳細については、UUID接尾辞プールの作成を参照してください。

ステップ 9 （任意） テキストボックスに、このサービスプロファイルの説明を入力します。

このサービスプロファイルのユーザ定義による説明。
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256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペースを使用できます。`（アクセント
記号）、\（バックスラッシュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、
<（小なり）、または '（一重引用符）は使用できません。

ステップ 10 [Next]をクリックします。
ステップ 11 [Create Service Profile (expert)]に移動し、[Server Boot Order]をクリックします。

[Boot Policy]ペインが表示されます。
ステップ 12 [Boot Policy]ドロップダウンリストから、次のいずれかを選択します。

説明オプション

このサービスプロファイルにデフォルトのブートポリシーを割り当

てます。

ステップ 13に進みます。

Select Boot Policy to use

このサービスプロファイルテンプレートだけがアクセスできるロー

カルブートポリシーを作成できます。

Create a Specific Boot
Policy

サービスプロファイルに既存のブートポリシーを割り当てます。こ

のオプションを選択した場合、Cisco UCS Managerでポリシーの詳細
が表示されます。

既存のポリシーを使用するのではなく、すべてのサービスプロファイ

ルがアクセスできるポリシーを作成する場合は、[Create Boot Policy]
をクリックします。それ以外の場合は、リストでポリシーを選択し、

ステップ 13に進みます。

Boot Policies Policy_Name

ステップ 13 すべてのサービスプロファイルおよびテンプレートにアクセスできる新しいブートポリシーを作

成したら、[Boot Policy]ドロップダウンリストからそのポリシーを選択します。
ステップ 14 [Next]をクリックします。

次の作業

サービスプロファイルを Cisco UCSサーバに関連付けます。
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ブートポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。
ステップ 3 [Boot Policies]ノードを展開します。
ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。
ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

UEFI ブートパラメータ
サーバの UEFIブートモードは、プラットフォームハードウェアに保存されている情報によって
決まります。UEFI OSブートローダに関する情報を含むブートエントリは、サーバの BIOSフ
ラッシュに保存されます。2.2(4)より前の Cisco UCS Managerリリースでは、サービスプロファ
イルがあるサーバから別のサーバに移行されると、ブートローダ情報は宛先サーバで使用できな

くなります。そのため、BIOSは、サーバを UEFIブートモードでブートするためのブートロー
ダ情報をロードできません。

Cisco UCSMリリース 2.2(4)では、宛先サーバ上の UEFI OSブートローダの位置に関する情報を
BIOSに提供するUEFIブートパラメータが導入され、BIOS はその位置からブートローダをロー
ドできます。サーバは、そのブートローダ情報を使用して、UEFIブートモードでブートできま
す。

UEFI ブートパラメータに関する注意事項と制約事項
•ブートモードが UEFIの場合のみ、UEFIブートパラメータを設定できます。

• Cisco UCS Manager をリリース 2.2(4)以降にアップグレードする場合は、サービスプロファ
イルの移行中に UEFIブートが失敗しても自動的に処理されません。UEFI対応 OSで正常に
ブートするには、ターゲットデバイスでUEFIブートパラメータを明示的に作成しておく必
要があります。

• UEFIブートパラメータは、セカンドレベルのブート順序をサポートする、M3以降のすべて
のサーバでサポートされています。

•次のデバイスタイプの UEFIブートパラメータを指定できます。

◦ SAN LUN

◦ ISCSI LUN
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◦ローカル LUN

• UEFIブートパラメータは各オペレーティングシステム固有のパラメータです。次のオペレー
ティングシステムの UEFIブートパラメータを指定できます。

◦ VMware ESX

◦ SUSE Linux

◦ Microsoft Windows

◦ Red Hat Enterprise Linux 7

UEFI ブートパラメータの設定

はじめる前に

ブートポリシーの [Boot Mode]が [Uefi]であることを確認します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。
ステップ 3 [Boot Policies]を展開し、UEFIブートパラメータを設定するブートポリシーを選択します。
ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 LUNのUEFIブートパラメータを設定するには、[BootOrder]領域のLUNを選択し、[SetUefi Boot
Parameters]をクリックします。

ローカル LUN、SAN LUN、iSCSI LUNに対してのみ UEFIブートパラメータを設定でき
ます。

重要

ステップ 6 [Set Uefi Boot Parameters]ダイアログボックスで、次の情報を入力します。

説明フィールド

ブートローダの名前を指定します。これは必須フィールドです。

例：grub.efi

[Boot Loader Name]

ブートローダがある場所のパスを指定します。これは必須フィー

ルドです。ブートローダの名前をこのフィールドに入力しないで

ください。パスだけを指定する必要があります。

例：\EFI\RedHat

[Boot Loader Path]
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説明フィールド

ブートローダの詳細です。これは、F6ブートメニューに表示され
る可読形式の名前です。

[Boot Loader Description]

ステップ 7 [OK]をクリックします。
ステップ 8 [Save Changes]をクリックします。

UEFI ブートパラメータの変更

はじめる前に

ブートポリシーの [Boot Mode]が [Uefi]であることを確認します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。
ステップ 3 [Boot Policies]を展開し、UEFIブートパラメータを変更するブートポリシーを選択します。
ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 UEFIブートパラメータを使用して、LUNのUEFIブートパラメータを変更するには、[BootOrder]
領域で LUNを選択し、[Modify Uefi Boot Parameters]をクリックします。

ローカル LUN、SAN LUN、および iSCSI LUNに対してのみ UEFIブートパラメータを設
定できます。

重要

ステップ 6 [Modify Uefi Boot Parameters]ダイアログボックスで、次の情報を入力します。

説明フィールド

ブートローダの名前を指定します。これは必須フィールド

です。

[Boot Loader Name]

ブートローダがある場所のパスを指定します。これは必須

フィールドです。

[Boot Loader Path]

ブートローダの詳細です。[Boot Loader Description]

ステップ 7 [OK]をクリックします。
ステップ 8 [Save Changes]をクリックします。
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